
は
じ
め
に

『
和
訓
精
要
抄
（
鈔
）』
（
１
）

は
辞
書
様
の
記
述
体
裁
を
持
つ
小
冊
で
、
い

く
つ
か
の
写
本
の
伝
存
が
知
ら
れ
て
い
る

(

２)

。
川
瀬
一
馬
博
士
は
『
増
訂
古

辞
書
の
研
究
』（
昭
和
三
十
年
・
雄
松
堂
出
版
）「
第
二
篇
　
鎌
倉
時
代
・

南
北
朝
」
で
、

な
ほ
神
代
紀
に
見
え
る
古
語
を
解
釋
し
、
そ
の
語
源
を
説
明
し
た

も
の
に
資
宗
王
の
著
か
と
い
ふ
「
和
訓
精
要
抄
」（
一
冊
）
が
あ
り
、

寛
元
以
前
の
作
と
傳
へ
ら
れ
て
ゐ
る
が
、
こ
れ
は
古
語
の
語
源
を
説

く
點
で
、
同
時
代
に
著
さ
れ
た
卜
部
懐
賢
の
釋
日
本
紀
や
仙
覺
の
萬

葉
集
抄
等
の
内
容
と
相
通
ず
る
點
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
或
は
後
の
偽

書
で
は
な
い
か
と
の
疑
問
も
あ
る
の
で
、
茲
に
附
記
す
る
に
と
ど
め

る
。

と
さ
れ
、
以
後
こ
の
お
考
え
が
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る

(

３)

。

成
立
の
年
代
や
経
緯
に
疑
問
が
残
る
と
し
て
も
、
い
ず
れ
神
祇
伯
家
あ
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要
　
旨

『
和
訓
精
要
鈔
』
は
、
資
宗
王
の
撰
か
と
も
言
わ
れ
る
辞
書
様
の
内
容
を
持
つ
小
冊
で
、
複
数
の
写
本
の
伝
存
が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
『
神
代
紀
』
の
本
文

語
句
の
和
訓
を
収
録
し
解
釈
・
語
源
説
を
述
べ
た
も
の
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
今
般
新
出
の
写
本
で
は
、
そ
の
掲
載
項
目
の
具
体
的
な
記
載
内
容
は
『
日
本
書
紀
』

神
代
巻
本
文
及
び
そ
の
訓
読
か
ら
直
接
引
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
例
は
一
部
に
と
ど
ま
り
、
日
本
書
紀
全
巻
お
よ
び
広
く
古
典
籍
類
か
ら
漢
字
句
と
そ
の
訓
読
を
集

め
た
も
の
、
ま
た
は
そ
の
よ
う
に
し
て
成
っ
た
先
行
書
か
ら
抄
出
し
た
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
本
書
序
文
の
記
述
内
容

か
ら
も
裏
付
け
ら
れ
る
。



る
い
は
吉
田
神
道
に
ゆ
か
り
の
深
い
書
と
も
考
え
ら
れ
、
日
本
書
紀
、
特

に
神
代
巻
の
訓
読
を
考
え
る
上
で
は
重
要
な
一
本
と
目
さ
れ
る
こ
と
は
確

か
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
か
し
、
今
般
新
出
の
一
写
本
を
一
瞥
す
る
と
、
序
文
の
記
述
に
は
、

日
本
書
紀
神
代
巻
と
の
直
接
関
係
に
な
お
疑
問
の
余
地
が
あ
り
、
ま
た

個
々
の
掲
載
項
目
の
記
述
を
検
討
す
る
と
、
直
接
に
日
本
書
紀
神
代
巻
の

本
文
語
句
、
あ
る
い
は
そ
の
訓
読
を
引
い
た
と
は
考
え
難
い
例
が
多
く
見

ら
れ
、
改
め
て
こ
の
書
の
性
格
を
検
討
す
る
必
要
を
感
ず
る
に
至
っ
た
。

本
稿
は
こ
の
新
出
本
（
以
下
「
本
書
」
と
略
記
す
る
）
を
主
に
取
り
上
げ

て
そ
の
概
要
を
報
告
し
、
記
述
内
容
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
、

『
和
訓
精
要
鈔
』
の
性
格
の
一
端
に
つ
い
て
の
考
察
を
試
み
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

な
お
本
書
は
、
平
成
十
四
・
十
五
年
度
放
送
大
学
特
別
研
究
助
成
に
よ

る
文
献
調
査
活
動
の
一
環
と
し
て
そ
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
も
の
で

あ
る
。

書
誌
と
内
容
構
成
の
概
要

本
書
は
個
人
蔵
の
大
本
の
写
本
一
冊
で
、
紙
型
は
縦
約
二
十
七
・
九
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
約
十
九
・
二
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
。
料
紙
は
楮
と
思
し

く
、
紙
数
十
七
。
表
裏
は
朽
葉
色
の
濃
淡
刷
毛
目
模
様
の
入
っ
た
布
目
地

の
紙
表
紙
で
、
本
文
と
同
じ
料
紙
が
表
裏
見
返
し
に
貼
り
付
け
ら
れ
て
い

る
。
料
紙
は
袋
綴
様
に
用
い
て
右
辺
二
箇
所
を
葡
萄
色
の
細
紐
で
大
和
綴

に
し
て
い
る
。
改
装
や
補
綴
の
跡
は
見
ら
れ
な
い
。
本
文
料
紙
の
一
丁
表

を
遊
紙
と
し
て
同
裏
か
ら
書
記
さ
れ
、
裏
表
紙
見
返
し
ま
で
、
計
十
八
丁

が
墨
付
き
と
な
る
。

二
丁
表
冒
頭
に
「
倭
訓
精
要
鈔
」
の
内
題
、
表
紙
左
辺
上
方
に
直
書
で

「
和
訓
精
要
抄
」
の
外
題
が
あ
る
。
ま
た
一
丁
裏
右
端
（
書
記
部
分
冒
頭
）

お
よ
び
十
八
丁
（
裏
表
紙
見
返
）
左
端
近
く
（
書
記
部
分
末
尾
）
に
「
阿

波
國
文
庫
」、
一
丁
表
（
遊
紙
部
分
）
左
辺
下
方
に
「
不
忍
文
庫
」、
同
右

辺
上
方
に
「
吉
田
澄
蔵
」
の
蔵
書
印
が
あ
る
。
表
紙
外
題
の
右
隣
に
蔵
書

票

(

４)

が
貼
付
さ
れ
て
い
る
。

本
文
は
序
文
、
奥
書
、
附
記
も
含
め
て
一
筆
と
思
し
く
、
墨
の
他
に
朱

に
よ
っ
て
訓
点
が
注
さ
れ
、
ま
た
墨
の
頭
書
注
記
も
散
見
す
る
。
本
文
は

辞
書
様
の
記
述
の
た
め
文
字
詰
め
・
行
詰
め
は
必
ず
し
も
一
定
し
な
い

が
、
ほ
ぼ
全
編
に
わ
た
っ
て
、
一
面
十
行
、
一
行
十
四
文
字
を
基
準
と
し

て
、
細
書
割
り
書
き
を
併
用
し
て
書
写
さ
れ
て
い
る
。
書
写
態
度
、
加
点

態
度
は
概
し
て
実
直
で
、誤
記
の
訂
正
等
の
跡
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。

保
存
状
態
も
概
ね
良
好
で
あ
る
。
料
紙
や
装
丁
、
書
写
の
様
子
か
ら
推
し

て
、
お
そ
ら
く
は
江
戸
時
代
後
期
頃
の
書
写
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ

る
(

５)

。序
文
は
二
件
あ
り
、
一
つ
は
一
丁
裏
（
内
題
の
前
に
あ
た
る
）、
今
一

つ
は
二
丁
表
か
ら
内
題
に
続
い
て
記
さ
れ
て
い
る
。
内
容
に
つ
い
て
は
後

の
項
で
検
討
・
詳
述
す
る
。
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本
文
は
二
丁
裏
中
程
か
ら
始
ま
り
、「
天
象
」「
時
令
」「
神
號
」「
地
理
」

「
所
名
」「
人
事
」「
雑
事
」
の
七
門
に
分
か
っ
て
項
目
を
掲
げ
る
。
掲
載

項
目
は
総
計
百
五
十
五
。
個
々
の
項
目
は
真
仮
名
書
き

(

６)

で
見
出
し
語
句
を

掲
げ
、
こ
れ
に
続
け
て
二
行
細
書
で
見
出
し
語
句
に
対
応
す
る
漢
字
句
お

よ
び
注
釈
を
記
す
形
で
あ
る
。

十
三
丁
裏
五
行
か
ら
奥
書
が
六
件
記
さ
れ
十
六
丁
表
末
尾
に
及
ぶ
。
六

件
各
々
の
末
尾
の
年
記
・
署
名
部
分
を
摘
記
す
る
と
、

①
建
武
二
年
十
二
月
十
日
　
森
義
清
判
（
十
三
裏
五
〜
十
四
裏
六
）

②
應
永
十
年
正
月
　
黄
門
氏
房
判
（
十
四
裏
七
〜
十
五
表
四
）

③
應
永
十
年
六
奏
日
　
以
基
（
十
五
表
五
〜
十
五
表
七
）

④
天
文
十
六
年
八
月
十
日
　
神
主
橘
行
陰
判
（
十
五
表
八
〜
十
五
裏

二
）⑤

天
正
十
二
年
四
月
日
　
北
谷
二
郎
中
經
判
（
十
五
裏
三
〜
十
五
裏

七
）⑥

吉
房
書
之
（
花
押
）（
十
五
裏
八
〜
十
六
表
六
）

の
よ
う
な
も
の
で
、署
名
の
人
物
の
比
定
に
な
お
疑
問
の
残
る
所
も
あ
り
、

こ
の
よ
う
な
点
か
ら
も
、
本
書
を
後
世
の
偽
作
か
と
も
見
る
こ
と
が
行
わ

れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
ら
を
見
る
と
本
書
は
原
著
以
来
六
回
の
転
写
に
か
か
る
も
の
で
、

⑥
の
年
記
を
欠
く
奥
書
が
直
接
の
書
写
者
に
よ
る
も
の
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
⑥
で
は
冒
頭
で
「
和
訓
精
要
抄
者
神
道
之
奥
儀
訓
解
之
妙
文
也
」
と

本
書
の
性
格
を
述
べ
た
後
、「
北
谷
作
兵
衛
仲
治
所
持
」
の
本
を
「
二
条

旅
亭
」
で
「
不
厭
艸
卒
走
筆
」
し
て
書
写
し
た
も
の
と
し
て
い
る
。
年
記

を
欠
く
点
に
も
な
お
疑
問
の
余
地
が
あ
る
が
、
先
述
の
よ
う
に
紙
質
な
ど

か
ら
推
し
て
こ
の
書
写
は
江
戸
時
代
後
期
頃
と
考
え
る
の
が
穏
当
と
思
わ

れ
る
。

ま
た
①
〜
⑥
の
う
ち
特
に
①
は
文
量
も
多
く
、
内
容
か
ら
見
て
も
跋
文

と
し
て
の
記
述
も
兼
ね
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
書
写
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ

る
。
こ
の
部
分
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
後
の
序
文
に
つ
い
て
の
検
討
で
改

め
て
触
れ
た
い
。

ま
た
奥
書
の
後
、
十
六
丁
裏
冒
頭
に
「
和
語
鈔
ぬ
き
書
」
と
し
て
、
見

出
し
に
漢
字
句
を
掲
げ
、
漢
字
平
仮
名
交
じ
り
文
で
そ
の
訓
の
起
源
を
添

え
、
訓
の
類
別
を
記
す
附
記
が
十
一
項
あ
っ
て
末
尾
に
簡
単
な
漢
字
仮
名

交
じ
り
の
一
文
を
添
え
て
十
八
丁
表
（
裏
表
紙
見
返
）
に
至
る
。

参
考
に
本
書
か
ら
序
文
冒
頭
（
一
丁
裏
）、
序
文
末
〜
本
文
冒
頭
（
二

丁
裏
）、
附
記
冒
頭
（
十
六
丁
裏
）
の
三
面
を
挿
図
と
し
て
掲
げ
る
。

以
下
、
順
を
追
っ
て
序
文
、
本
文
、
附
記
の
内
容
を
検
討
す
る
。

320（3） 『和訓精要抄』について



319（4）杉　浦　克　己

挿
図
一

一
丁
裏



318（5） 『和訓精要抄』について

挿
図
二

二
丁
裏



317（6）杉　浦　克　己

挿
図
三

十
六
丁
裏



序
文
の
検
討

本
書
序
文
は
、
先
述
の
よ
う
に
二
件
あ
り
、
第
一
は
一
丁
裏
全
面
に

「
享
保
十
年
三
月
大
廉
多
田
政
仲
」
の
銘
を
持
つ
も
の
（
挿
図
一
参
照
）。

こ
れ
に
続
い
て
第
二
は
二
丁
表
一
行
か
ら
同
裏
五
行
に
わ
た
る
も
の
で
あ

る
。
前
者
で
は
、
本
書
の
性
格
、
成
立
に
つ
い
て
述
べ
、
著
者
を
「
恐
神

祇
伯
業
資
王
之
撰
也
乎
」
と
推
測
し
て
い
る
。
前
者
の
記
述
内
容
、
ま
た

後
者
冒
頭
に
内
題
が
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
推
し
て
、
お
そ
ら
く
後
者
が
本

書
の
原
序
で
あ
っ
て
、
前
者
は
享
保
年
間
に
本
書
を
書
写
し
た
際
に
加
え

ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

後
者
の
全
文
は
以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

和
訓
精
要
鈔

夫
和
訓
者
国
之
本
語
也
假
設
漢
字
為
／
史
者
之
便
矣
神
代
豈
有
漢
字

乎
惟
其
／
和
訓
者
本
而
漢
字
者
末
也
稗
田
阿
礼
／
之
傳
于
安
麿
者
和

語
也
安
麿
之
受
而
／
記
者
漢
字
也
古
來
皆
如
此
也
而
後
之
／
学
国
風

者
以
字
害
語
者
亦
不
少
矣
自
／
是
神
代
之
故
実
半
随
于
異
語
之
教

也
／
可
不
亦
歎
乎
先
君
伯
三
位
深

従
三
位
伯
仲
資
王
乎
業
資
父
也
　
　憂

此
道
／
之
混
于
異
教
而
就
神
代

記
記
和
訓
都
／
十
有
八
巻
題
云
和
語
解
其
書
廣
而
雖
／
益
学
者
無
便

于
簡
約
矣
今
受
其
書
據
／
其
説
而
著
精
要
抄
二
巻
便
于
子
弟
也
／
後

之
採
神
紀
者
就
此
書
究
訓
義
則
殆
／
鹿
于
不
違
乎
粗
書
事
之
端
為
叙

要
旨
は
大
略
以
下
の
よ
う
に
整
理
で
き
る
。

①
　
（
古
）
語
は
和
訓
が
「
本
」
で
あ
り
漢
字
は
「
末
」
で
あ
る
。

②
　
こ
れ
を
誤
解
し
た
た
め
に
、
正
し
い
解
釈
が
行
わ
れ
な
く
な

っ
て
い
る
。

③
　
「
先
君
伯
三
位
」
は
こ
れ
を
「
深
憂
」
し
、「
神
代
記
」
か
ら

和
訓
を
集
め
、『
和
語
解
』
十
八
巻
を
成
し
た
。

④
　
こ
れ
は
「
益
学
」
の
書
で
は
あ
る
が
「
簡
約
」
の
「
便
」
が

無
く
、『
精
要
抄
』
二
巻
を
作
っ
た
。

⑤
　
「
神
紀
」
を
読
も
う
と
い
う
後
学
は
こ
の
書
に
「
就
」
い
て
、

正
し
く
解
釈
す
べ
き
で
あ
る
。

先
ず
、
本
書
が
「
神
代
紀
に
見
え
る
古
語
」
に
つ
い
て
述
べ
た
も
の

(

７)

と

さ
れ
て
き
た
の
は
、
こ
の
序
文
の
記
述
（
就
中
右
記
③
⑤
）
に
依
る
と
こ

ろ
が
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
第

一
に
本
書
序
文
（
右
記
③
に
あ
た
る
部
分
）
で
は
「
神
代
紀
」
で
は
な
く

「
神
代
記
」
と
記
し
て
い
る
点
が
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
般

に
「
神
代
紀
」
は
『
日
本
書
紀
』
の
神
代
巻
を
、「
神
代
記
」
は
『
古
事

記
』
巻
上
を
指
し
て
用
い
る
こ
と
が
多
い
。
た
だ
し
こ
れ
は
、
特
に
両
書

を
掲
げ
て
対
比
す
る
場
合
な
ど
を
除
く
と
、
必
ず
し
も
厳
密
に
使
い
分
け

ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
日
本
書
紀
神
代
巻
を
指
し
て
「
神
代
記
」

と
し
た
例
も
散
見
す
る
。（
そ
の
逆
、
古
事
記
巻
上
を
指
し
て
「
神
代
紀
」

と
し
た
例
は
あ
ま
り
な
い
よ
う
で
あ
る
が
。）「
紀
」
字
と
「
記
」
字
の
い

ず
れ
か
の
段
階
で
の
誤
記
と
い
う
こ
と
も
当
然
考
え
ら
れ
る
所
で
あ
る

が
、
右
記
⑤
で
は
「
神
紀
」
と
し
て
い
る
点
も
併
せ
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
で
あ
ろ
う
。
仮
に
③
「
神
代
記
」
・
⑤
「
神
紀
」
が
共
に
「
日
本
書
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紀
神
代
巻
」
を
指
す
と
す
れ
ば
、「
紀
・
記
」
両
字
の
用
い
ら
れ
方
に
疑

問
を
感
ぜ
ざ
る
を
得
な
い
。
ま
た
「
神
紀
」
と
い
う
語
自
体
も
、「
神
代

紀
」
と
同
意
と
見
な
し
う
る
か
否
か
疑
問
は
残
る
。
従
っ
て
、
本
書
序
文

の
記
述
か
ら
、
本
書
を
そ
の
ま
ま
に
「
日
本
書
紀
神
代
巻
か
ら
古
語
を
集

め
た
も
の
」
と
す
る
に
は
、「
紀
」
字
・
「
記
」
字
の
誤
記
あ
る
い
は
交

用
お
よ
び
「
代
」
字
の
有
無
に
つ
い
て
の
誤
記
あ
る
い
は
語
の
交
用
の
双

方
を
想
定
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
、
即
断
は
し
が
た
い
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

次
に
、
本
書
は
先
行
す
る
『
和
語
解
』
な
る
書
を
抄
出
し
た
も
の
で
あ

る
と
の
記
述
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
従
来
指
摘
さ
れ
て
き
て

は
い
な
い
が
、
本
書
の
成
立
及
び
性
格
を
考
え
る
上
で
重
要
と
言
え
る
。

た
だ
し
、
管
見
の
限
り
、
こ
の
『
和
語
解
』
な
る
書
の
伝
存
は
直
接
に
も

間
接
に
も
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
の
課
題
と
し
て
残
る
と
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
所
で
あ
る

(

８)

。

さ
ら
に
、
本
書
及
び
先
行
の
『
和
語
解
』
な
る
書
の
著
作
者
に
つ
い
て

の
記
述
で
あ
る
。
③
の
部
分
の
「
先
君
伯
三
位
」（『
和
語
解
』
著
作
者
）

を
本
書
序
文
傍
注
で
は
「
従
三
位
伯
仲
資
王
乎
」
と
し
て
お
り
、
こ
れ
は

本
書
著
者
を
業
資
王
と
す
る
前
提
に
立
っ
て
い
る
。
一
方
こ
れ
ま
で
本
書

は
「
資
宗
王
」（
業
資
王
弟
）
の
著
と
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
点
と
本
書

序
文
の
記
述
の
関
係
も
当
然
考
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で

の
説
で
は
本
書
成
立
の
背
景
に
『
和
語
解
』
な
る
書
を
考
慮
す
る
こ
と
が

行
わ
れ
て
い
な
い
以
上
、
改
め
て
考
察
の
要
あ
り
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。以

上
の
よ
う
に
、
い
く
つ
か
の
基
本
的
な
点
に
於
い
て
な
お
考
察
の
余

地
の
あ
る
疑
問
は
残
る
も
の
の
、
序
文
に
言
う
本
書
の
目
的
・
意
図
は
、

「（
古
）
語
は
訓
が
本
、
漢
字
は
末
で
あ
り
、
訓
を
正
し
く
解
釈
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。」
と
い
う
発
想
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

本
書
掲
載
項
目
が
、
訓
を
真
仮
名
書
き
で
掲
げ
、
語
釈
に
あ
た
る
割
り
書

き
で
、
こ
れ
に
「
合
〜
〜
字
」
と
し
て
該
当
す
る
漢
字
句
の
表
記
を
示
す

形
式
に
な
っ
て
い
る
の
も
、
訓
を
主
に
置
く
姿
勢
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。

こ
の
記
述
か
ら
見
て
、
本
書
は
古
語
の
正
し
い
解
釈
に
資
す
る
こ
と
を

意
図
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
、
各
掲
載
項
目
（
訓
）
に
つ
い
て
、
該
当

す
る
漢
字
句
や
語
源
説
な
ど
の
記
述
を
加
え
る
こ
と
は
そ
の
手
段
と
し
て

行
わ
れ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
「
古
語
を
解
釈
し
、

そ
の
語
源
を
説
明
し
た
も
の
」
と
言
っ
て
も
、「
解
釈
」
が
目
的
、「
語
源
」

の
説
明
は
手
段
の
一
つ
で
あ
り
、序
文
に
見
え
る
編
纂
意
図
か
ら
す
れ
ば
、

両
者
は
並
列
と
は
言
え
ず
、
ま
た
「
語
源
を
説
く
」
こ
と
を
主
と
し
た
も

の
と
見
る
こ
と
も
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

一
方
、
先
述
の
よ
う
に
、
本
書
に
見
ら
れ
る
奥
書
六
件
の
う
ち
、
冒
頭

の
一
件
（
建
武
二
年
・
森
義
清
）
に
は
跋
文
的
な
性
格
を
持
っ
た
内
容
が

記
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
「
字
訓
者
学
者
之
要
道
書
記
之
襟
領
也
」
と
始
ま
り
、
続
い
て

「
訓
不
明
則
義
不
通
訓
不
正
則
事
易
謬
也
」
と
序
文
と
同
趣
旨
の
こ
と
を
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述
べ
て
い
る
。
そ
の
後
、「
其
論
訓
者
何
夫
書
也
善
哉
乎
」
な
ど
と
し
て

『
古
事
記
』
以
下
四
点
の
「
古
書
」
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
依
る

べ
き
も
の
と
し
て
「
家
君
在
世
之
時
」
に
「
解
十
有
八
巻
」
を
「
著
」
し
、

「
家
兄
伯
公
」
が
そ
の
「
十
之
一
」
を
「
鈔
出
」
し
て
「
精
要
二
巻
」
を

「
為
」
し
た
、
と
『
和
語
解
』
及
び
本
書
成
立
の
過
程
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
「
家
君
」
が
仲
資
王
、「
家
兄
伯
公
」
が
業
資
王
に
あ
た
る
と
す
れ

ば
、
こ
の
奥
書
を
著
し
た
者
が
資
宗
王
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
書
の
著

者
を
資
宗
王
と
す
る
伝
は
こ
の
奥
書
の
記
述
に
発
し
て
い
る
こ
と
に
な

り
、
成
立
の
経
緯
と
著
者
の
関
係
を
あ
る
程
度
整
理
し
て
考
え
る
こ
と
は

で
き
る
。

本
文
掲
載
項
目
の
検
討

掲
載
項
目
全
百
五
十
五
は
、
七
門
に
分
か
た
れ
て
記
さ
れ
て
い
る
。
各

門
の
掲
載
項
目
数
に
は
か
な
り
偏
り
が
あ
っ
て
、
天
象
・
十
五
、
事
令
・

十
二
、
神
號
・
二
、
地
理
・
三
十
二
、
所
名
・
五
、
人
事
・
十
九
、
雑

事
・
七
十
、
で
あ
る
。

掲
載
項
目
の
様
式
（
挿
図
二
参
照
）
は
、

阿
麻
﹇
合
天
字
搏
而
訓
阿
女
者
依
降
雨
也
続
読
天
地
時
／
之
類
也
高
天

原
天
空
天
風
皆
訓
阿
麻
﹈

（
天
象
・
二
裏
七（
９)

）

の
よ
う
に
、
大
字
で
当
該
語
句
を
万
葉
仮
名
で
掲
げ
、
続
け
て
割
書
で
該

当
す
る
漢
字
句
を
「
合
〜
〜
字
」
の
よ
う
に
示
し
、
掲
載
の
訓
の
由
来
を

述
べ
る
様
式
が
基
本
で
あ
る
。

一
部
項
目
に
は
、「
古
事
記
云
訓
天
阿
麻
」
な
ど
の
よ
う
に
出
典
注
記

を
持
つ
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
出
典
別

（
10
）に

概
観
す
る
と
、

日
本
書
紀
（
日
本
紀
、
神
紀
）

八

古
事
記
　
六

万
葉
集
　
五

和
語
解
（
解
）

四

和
字
解
（
和
字
、
字
解
）

四

私
云
　
三

四
声
韻
切
（
四
声
）

三

古
事
記
御
注
（
御
注
）

二

国
史
　
二

延
喜
御
注
　
一

新
撰
万
葉
集
　
一

古
語
解
　
一

東
云
　
一

説
文
　
一

家
君
仲
云
説
　
一

家
記
　
一

兼
名
云
　
一

314（9） 『和訓精要抄』について



先
朝
建
保
宣
旨
　
一

の
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
他
、「
古
語
」
と
す
る
例
が
三
あ
る
が
、
こ
れ
は

特
定
の
典
籍
を
指
す
の
で
は
な
く
、
漠
然
と
「
古
語
」
と
言
っ
た
も
の
よ

う
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
中
で
「
先
朝
建
保
宣
旨
」
と
の
記
述
を
持
つ
項
目
が
あ
る
が
、

こ
れ
か
ら
す
れ
ば
、
本
書
（
あ
る
い
当
該
の
項
目
記
述
）
の
成
立
は
建
保

年
間
・
順
徳
朝
の
次
代
、
仲
恭
朝
の
承
久
三
年
（
あ
る
い
は
後
堀
河
朝
の

貞
応
〜
寛
喜
頃
）
と
推
測
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
ま
た
「
兼
名
云
」
の

「
兼
名
」
は
、
こ
れ
の
み
で
は
兼
好
祖
父
の
兼
名
と
も
兼
倶
父
の
兼
名
と

も
と
れ
る
が
、
前
者
と
す
れ
ば
ほ
ぼ
同
時
代
の
成
立
と
見
る
こ
と
も
可
能

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
本
書
著
者
を
業
資
王
（
あ
る
い
は
資
宗
王
）
と
す
る

こ
と
と
も
年
代
的
に
は
大
き
く
は
矛
盾
し
な
い
。

一
方
出
典
の
一
つ
と
し
て
名
の
見
え
る
『
和
字
解
』
を
貝
原
益
軒
著
作

の
そ
れ
（
元
禄
十
二
（
一
六
九
九
）
年
自
序
）
と
す
れ
ば
、
成
立
は
大
き

く
降
る
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
11
）

。

出
典
注
記
に
は
な
お
検
討
を
要
す
る
部
分
も
残
る
が
、
こ
れ
ら
を
見
る

と
確
か
に
、『
日
本
書
紀
』（
神
代
巻
）
か
ら
の
出
典
注
記
が
数
の
上
で
は

最
も
多
い
も
の
の
、
全
四
十
六
例
中
八
例
に
過
ぎ
ず
、
本
書
が
日
本
書
紀

神
代
巻
か
ら
の
み
古
語
を
と
っ
た
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

た
だ
出
典
注
記
を
持
つ
項
目
は
百
五
十
五
項
目
中
四
十
六
項
目
で
あ

り
、
こ
れ
の
み
で
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
以
下
、
本
書
掲
載
の
項

目
が
日
本
書
紀
神
代
巻
か
ら
と
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
か
否
か
、
の
観
点
を

中
心
に
、
項
目
の
具
体
的
記
述
内
容
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

先
ず
『
日
本
書
紀
』
か
ら
と
の
出
典
注
記
を
持
つ
八
例
で
あ
る
が
、

保
之
＝
星
（
天
象
・
三
丁
裏
一
）

（
12
）

於
保
宇
那
＝
溟
渤
海
（
地
理
・
六
丁
表
五
）

遠
久
奈
＝
童
男
（
人
事
・
八
裏
四
）

（
13
）

以
呂
止
＝
弟
（
人
事
・
八
裏
六
）

多
比
＝
鯛
（
雑
事
・
十
一
裏
八
）

の
六
例
に
つ
い
て
は
日
本
書
紀
神
代
巻
諸
伝
本

（
14
）

に
、
当
該
の
掲
載
漢
字
句

に
つ
い
て
、
掲
載
の
和
訓
に
あ
た
る
訓
の
加
点
を
確
認
で
き
る
。

し
か
し
、

也
之
呂
＝
社
（
地
理
・
六
丁
裏
六
）

宇
末
比
土
＝
君
子
（
人
事
・
八
表
六
）

に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
、
出
典
と
思
し
い
例
を
日
本
書
紀
神
代
巻
諸

伝
本
に
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
ず
、
問
題
が
残
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
訓
の
側
か
見
て
み
る
と
「
ヤ
シ
ロ
」
の
訓
を
持
つ

語
句
を
神
代
巻
諸
伝
本
に
見
い
だ
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
本
文
漢
字
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句
の
側
か
ら
見
て
み
る
と
、
神
代
巻
本
文
で
は
「
社
」
字
の
用
例
は
「
久

斯
社
志
」
の
万
葉
仮
名
に
よ
る
訓
注
表
記
（
被
注
本
文
「
挿
籤
」（
神
代

巻
上
・
宝
鏡
開
始
章
一
書
第
三
）
の
一
例
の
み
で
あ
り
、
本
書
掲
載
項
目

の
出
典
に
は
該
当
し
な
い
。
た
だ
し
巻
三
以
降

（
15
）

で
は
「
天
香
具
山
社
（
ア

マ
ノ
ガ
ゴ
ヤ
マ
ノ
ヤ
シ
ロ
）」（
巻
三
・
神
武
天
皇
即
位
前
紀
）、「
天
社

（
ア
メ
ノ
ヤ
シ
ロ
）」（
同
前
）
な
ど
、「
社
（
ヤ
シ
ロ
）」
と
訓
む
例
を
少

な
く
と
も
三
十
例
拾
う
こ
と
が
で
き
る
（
他
に
「
社
禝
（
ヤ
シ
ロ
）」
が

十
八
例
）。

後
者
に
つ
い
て
は
、「
君
子
」
の
本
文
字
句
は
神
代
紀
巻
上
下
に
は
見

え
ず
、
ま
た
「
ウ
マ
ヒ
ト
」
の
訓
の
例
も
諸
伝
本
に
は
見
え
な
い
。
し
か

し
巻
三
以
降
で
は
「
君
子
」
の
本
文
字
句
の
例
は
、
巻
十
五
顕
宗
天
皇
即

位
前
紀
、
巻
十
八
宣
化
天
皇
即
位
前
紀
、
巻
十
九
欽
明
天
皇
二
十
三
年
の

三
例
を
拾
う
こ
と
が
で
き
、
三
例
共
に
寛
文
九
年
版
本
を
は
じ
め
諸
伝
本

に
「
ウ
マ
ヒ
ト
」
の
訓
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
二
例
が
あ
る
こ
と
か
ら
、「
日
本
書
紀
」
の
出
典
注
記
を
持
つ
項

目
は
、
神
代
巻
上
下
の
み
で
な
く
、
巻
三
以
降
も
含
め
た
巻
か
ら
引
か
れ

て
い
る
、
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

な
お
残
る
一
例
、

比
等
＝
﹇
該
当
漢
字
句
の
記
述
無
し
﹈（
人
事
・
八
表
一
）

は
、
割
り
書
き
記
述
の
中
に
日
本
書
紀
神
代
巻
「
蒼
生
」
の
漢
字
句
（
巻

上
四
神
出
生
章
・
一
書
第
十
一
な
ど
）
と
「
阿
於
比
等
久
左
」
の
訓
を
掲

げ
た
も
の
で
、
掲
載
項
目
見
出
し
の
「
比
等
」
が
直
接
日
本
書
紀
神
代
巻

か
ら
引
か
れ
た
事
を
示
し
て
い
る
例
で
は
な
い
。

「
日
本
書
紀
」
の
出
典
注
記
を
持
た
な
い
百
四
十
七
の
掲
載
項
目
に
つ

い
て
以
下
に
見
て
み
る
。

先
ず
、「
阿
麻
＝
天
（
天
象
・
二
丁
裏
七
）」
以
下
の
五
十
八
項
目
に
つ

い
て
は
、
当
該
の
訓
を
持
つ
本
文
字
句
が
日
本
書
紀
神
代
巻
諸
伝
本
の
上

に
確
認
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
他
書
か
ら
の
出
典
注
記
を
持
つ
項

目
が
二
十
一
含
ま
れ
る
。

な
お
「
尓
之
＝
西
（
地
理
・
五
裏
三
）」
の
一
例
に
つ
い
て
は
、
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
箇
所
（
巻
下
・
神
皇
承
運
章
本
伝
）
の
「
西
」
字
に
つ

い
て
訓
を
持
つ
伝
本
が
管
見
の
限
り
無
い
が
、「
ニ
シ
」
の
訓
は
当
然
考

え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
加
え
れ
ば
五
十
九
項
目
に
つ
い
て

確
認
で
き
る
こ
と
に
な
る
。

一
方
以
下
の
五
例
は
、
神
代
巻
本
文
中
に
該
当
す
る
本
文
字
句
は
あ
る

も
の
の
、
諸
伝
本
の
訓
を
見
る
限
り
、「→

」
以
下
に
示
し
た
よ
う
な
異

な
る
訓
し
か
見
い
だ
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。

都
由
多
知
＝
一
日
（
事
令
・
四
裏
三
）→

ヒ
ト
ヒ

比
加
之
＝
東
（
地
理
・
五
裏
一
）→

ヒ
ム
カ
シ
、
ヒ
ン
ガ
シ

美
曽
左
武
左
井
＝
鶺
鴒
（
雑
事
・
十
表
五
）→

ニ
ハ
ク
ナ
ブ
リ
等

反
鼻
＝
蛇
（
雑
事
・
十
一
表
四
）→

ヲ
ロ
チ
、
ク
チ
ナ
ハ
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奴
可
津
久
＝
拝
（
雑
事
・
十
三
裏
二
）→

ヲ
ガ
ム

さ
ら
に
以
下
の
十
一
例
は
、
神
代
紀
諸
伝
本
に
掲
載
項
目
と
同
じ
訓
は

見
い
だ
せ
る
も
の
の
、
そ
の
訓
が
注
さ
れ
た
本
文
漢
字
句
と
し
て
は
、

「→

」
以
下
の
よ
う
な
、
本
書
に
見
ら
れ
る
も
の
と
異
な
る
文
字
あ
る
い

は
異
な
る
語
形
し
か
見
い
だ
せ
な
い
例
で
あ
る
。

伊
波
保
＝
巌
（
地
理
・
六
裏
五
）→

石

宇
祢
＝
畝
・
畦
（
地
理
・
七
表
五
）→

畝
丘
・
畔
ア
・
ア
ゼ

加
波
宇
知
＝
（
所
名
・
七
表
九
）→
凡
河
内
直

也
末
之
呂
＝
山
代
・
山
背
（
所
名
・
七
裏
一
）→

山
代
直

遠
知
＝
伯
叔
父
（
人
事
・
八
裏
三
）→
翁

伊
奴
＝
犬
（
雑
事
・
十
表
八
）→

狗

保
太
留
＝
蛍
（
雑
事
・
十
一
裏
一
）→

蛍
火
光
神

左
香
木
＝
榊
（
雑
事
・
十
二
裏
四
）→

眞
坂
木

加
也
＝
榧
（
雑
事
・
十
二
裏
五
）→

栢

須
々
幾
＝
薄
（
雑
事
・
十
二
裏
九
）→

野
薦

多
弖
＝
楯
（
雑
事
・
十
三
表
五
）→

楯
作
者

こ
れ
ら
計
十
六
例
に
つ
い
て
は
、「
東
」
字
に
つ
い
て
の
「
ヒ
ガ
シ
」

「
ヒ
ム
カ
シ
・
ヒ
ン
ガ
シ
」
の
例
は
と
も
か
く
と
し
て
も
、
残
る
十
五
例

に
つ
い
て
は
、
日
本
書
紀
神
代
巻
か
ら
引
か
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
は

難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ま
た
以
下
の
三
例
に
つ
い
て
は
、
神
代
紀
本
文
で
は
当
該
の
本
文
漢
字

句
を
含
み
関
連
は
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、「→

」
以
下
に
示
し
た
よ
う
な

異
な
る
語
形
の
漢
字
句
し
か
見
い
だ
せ
ず
、
し
か
も
神
代
紀
諸
伝
本
を
見

る
限
り
掲
載
訓
と
は
異
な
る
訓
し
か
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

豆
由
＝
露
（
天
象
・
四
表
三
）→

顕
露
・
ア
ラ
ハ
ニ

豆
久
太
＝
佃
（
地
理
・
七
表
四
）→

田
佃
・
ミ
タ

加
利
加
祢
＝
鴈
（
雑
事
・
十
表
三
）→

川
鴈
・
カ
ハ
カ
リ

以
上
を
除
い
た
残
り
項
目
六
十
九
は
諸
伝
本
に
見
ら
れ
る
訓
と
し
て

も
、
ま
た
本
書
に
「
合
〜
〜
字
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
漢
字
句
と
し
て
も
、

日
本
書
紀
神
代
巻
に
は
見
い
だ
せ
な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
に
は
、
例
え
ば
「
雑
事
」
門
に
掲
げ
ら
れ
た
項
目
中
の
物
名

「
伊
多
知
＝
鼬
」「
世
美
＝
蝉
」「
加
＝
蚊
」「
美
々
須
＝
蚯
蚓
」「
布
那
＝

鮒
」
な
ど
の
よ
う
に
、
日
本
書
紀
神
代
巻
の
記
述
内
容
に
登
場
し
な
い
こ

と
が
一
瞥
し
た
だ
け
で
も
明
ら
か
な
も
の
も
含
ま
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
出
典
注
記
の
な
い
項
目
に
つ
い
て
も
、
こ

れ
を
全
て
日
本
書
紀
神
代
巻
か
ら
引
か
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
は
で
き
な

い
と
言
っ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
残
る
六
十
九
項
目
に
つ
い
て
、
日
本
書
紀
神
代
巻
で
は
な
く
巻
三

以
降
の
本
文
お
よ
び
諸
伝
本
に
見
え
る
訓
と
の
関
係
の
可
能
性
を
以
下
に
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概
観
す
る
。
た
だ
し
、「
止
利
井
（
地
理
・
七
表
六
）」
な
ど
四
項
目
は
、

割
り
書
き
に
「
合
〜
〜
字
」
と
し
て
掲
げ
ら
れ
る
べ
き
当
該
の
漢
字
句
の

記
述
が
不
明
確
で
、日
本
書
紀
巻
三
以
降
の
本
文
と
対
比
し
得
な
い
た
め
、

こ
こ
で
は
こ
れ
を
除
い
た
六
十
五
項
目
を
考
え
る
。

こ
の
六
十
五
項
目
の
う
ち
「
之
茂
＝
霜
（
天
象
・
四
表
一
）」
な
ど
二

十
七
項
目
は
、
日
本
書
紀
諸
伝
本
に
見
え
る
訓
と
該
当
の
本
文
と
し
て
確

認
で
き
る
。
し
か
し
、「
於
呂
之
＝
颪
（
天
象
・
三
裏
五
）」
な
ど
二
十
五

項
目
は
、
管
見
の
限
り
日
本
書
紀
諸
伝
本
中
に
該
当
す
る
本
文
と
訓
読
を

確
認
で
き
な
い
。

従
っ
て
、
日
本
書
紀
神
代
巻
の
み
で
は
な
く
、
全
三
十
巻
を
考
え
れ
ば
、

本
書
掲
載
項
目
の
か
な
り
多
く
の
部
分
と
の
関
連
を
想
定
で
き
る
こ
と
に

な
る
が
、
全
く
関
係
を
見
い
だ
せ
な
い
例
が
な
お
二
十
五
あ
り
、
巻
三
以

降
を
含
め
て
考
え
て
も
日
本
書
紀
の
み
に
依
っ
た
も
の
と
本
書
を
見
な
す

こ
と
に
は
な
お
無
理
が
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

な
お
残
る
十
三
項
目
の
う
ち
十
二
項
目
は
、

久
母
為
＝
天
雲
（
天
象
・
三
表
四
）→

ア
マ
ツ
ク
モ

以
津
＝
何
時
（
事
令
・
五
表
二
）→

イ
ツ
レ
ノ
ト
キ

奴
＝
沼
（
地
理
・
五
裏
十
）→

イ
ケ

末
知
＝
町
（
地
理
・
六
裏
八
）→

ト
コ
ロ
／
坊
・
マ
チ

布
久
呂
宇
＝
梟
（
雑
事
・
十
表
六
）→

ク
シ
サ
ス

比
都
之
＝
羊
（
雑
事
・
十
裏
七
）→

カ
マ
シ
シ

世
美
＝
蝉
（
雑
事
・
十
一
表
三
）→

カ
サ
リ
ク
シ

古
為
＝
鯉
（
雑
事
・
十
二
表
三
）→

コ
ヒ

宇
免
＝
梅
（
雑
事
・
十
二
表
十
）→

ク
チ
キ

阿
布
美
＝
鐙
（
雑
事
・
十
三
表
七
）→

ツ
ホ

加
武
止
＝

・
冑
（
雑
事
・
十
三
表
九
）→

甲
冑
・
ヨ
ロ
ヒ
カ
フ
ト

寸
末
布
＝
相
撲
（
雑
事
・
十
三
裏
三
）→

ス
マ
ヒ

で
あ
り
、
管
見
の
限
り
で
は
、
本
書
に
掲
げ
ら
れ
た
訓
と
漢
字
句
の
組
み

合
わ
せ
と
は
異
な
る
語
形
の
例
し
か
日
本
書
紀
諸
伝
本
中
に
見
い
だ
し
得

な
い
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
、「
布
久
呂
宇
＝
梟
（
雑
事
・
十
表
六
）→

ク
シ
サ
ス
」

「
世
美
＝
蝉
（
雑
事
・
十
一
表
三
）→

カ
サ
リ
ク
シ
」「
宇
免
＝
梅
（
雑

事
・
十
二
表
十
）→

ク
チ
キ
」
は
、
日
本
書
紀
諸
伝
本
中
で
の
当
該
例
の

本
文
漢
字
句
の
意
味
用
法
が
、
本
書
掲
載
の
訓
と
は
異
な

（
16
）る
（
17
）例（
18
）

で
あ
り
、

書
紀
か
ら
当
該
の
漢
字
句
の
用
例
を
引
く
限
り
、
本
書
掲
載
項
目
の
よ
う

な
訓
を
充
て
る
と
は
考
え
に
く
い
も
の
と
言
え
る
。

ま
た
「
加
武
止
＝

・
冑
（
雑
事
・
十
三
表
九
）」
に
つ
い
て
は
、
日

本
書
紀
諸
伝
本
で
は
「
甲
冑
（
ヨ
ロ
ヒ
カ
フ
ト
）」（
巻
二
十
八
・
天
武
天

皇
元
年
五
月
）
と
い
う
例
し
か
見
い
だ
し
得
ず
、
本
書
掲
載
項
目
の
記
述

と
直
接
に
は
対
応
し
な
い
と
見
て
右
に
掲
げ
た
。「

」
字
「
冑
」
字
は

共
に
い
わ
ゆ
る
「
か
ぶ
と
」
の
意
で
あ
る
が
、「

」
字
の
用
例
は
日
本

書
紀
に
は
な
い
。
ま
た
「
冑
」
字
単
独
の
用
例
は
「
冑
（
ヤ
カ
ラ
）」（
巻
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三
・
神
武
天
皇
即
位
前
紀
己
未
年
八
月
）
と
異
な
る
意
で
用
い
ら
れ
た
例

が
見
え
る
の
み
で
あ
る
。（「
甲
」
字
に
「
カ
ブ
ト
」
の
訓
を
充
て
た
例
は

日
本
書
紀
書
諸
伝
本
中
に
い
く
つ
か
見
え
る
。）
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、

こ
の
「
加
武
止
」
の
項
目
も
、
日
本
書
紀
か
ら
直
接
に
引
い
た
も
の
と
は

考
え
に
く
い
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

残
る
一
例
は
特
殊
な
も
の
で
あ
る
。

久
知
＝
鷹
（
雑
事
・
九
裏
十
）

こ
れ
は
、
日
本
書
紀
巻
十
一
・
仁
徳
天
皇
四
十
三
年
九
月
条
の
、「
鷹
」

字
に
つ
い
て
の
、「
百
済
俗
号
此
鳥
曰
倶
知
」
と
い
う
百
済
語
注
記
の
万

葉
仮
名
表
記
「
倶
知
」
か
ら
引
い
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る

（
19
）

。
た

だ
し
、
本
書
の
こ
の
項
の
割
り
書
き
記
述
は
「
合
鷹
字
」
と
当
該
漢
字
を

記
す
の
み
で
、
他
の
説
明
記
述
は
な
い
。
こ
の
訓
が
右
に
挙
げ
た
仁
徳
紀

の
当
該
箇
所
か
ら
引
か
れ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
百
済
語
由
来
で
あ
る
こ
と

を
述
べ
て
も
良
い
よ
う
に
も
思
わ
れ
、
や
は
り
疑
問
は
残
る
。

掲
出
の
意
図

右
に
見
て
き
た
よ
う
に
、
本
書
掲
載
項
目
は
、
訓
か
ら
見
て
も
当
該
の

本
文
漢
字
句
か
ら
見
て
も
、
日
本
書
紀
神
代
巻
と
の
関
係
は
想
定
し
得
る

も
の
の
、
そ
れ
の
み
か
ら
抽
出
さ
れ
た
も
の
と
は
考
え
が
た
く
、
ま
た
仮

に
巻
三
以
降
も
含
め
た
日
本
書
紀
全
三
十
巻
を
考
え
て
も
、
や
は
り
同
様

に
、
関
係
が
指
摘
し
得
る
の
み
で
、
全
面
的
に
依
っ
た
も
の
と
は
考
え
が

た
い
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

従
っ
て
、『
日
本
書
紀
（
神
代
巻
あ
る
い
は
全
巻
）』
と
本
書
の
関
係
を
、

『
日
本
書
紀
』
と
『
釈
日
本
紀
』、『
万
葉
集
』
と
『
万
葉
集
抄
』
の
関
係

に
併
置
し
て
考
え
る
こ
と
も
難
し
い
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

煩
を
厭
う
て
一
々
の
検
討
を
掲
げ
る
こ
と
は
省
略
す
る
が
、
日
本
書
紀

以
外
の
い
く
つ
か
の
古
典
籍
に
つ
い
て
、
同
様
に
関
係
を
想
定
し
得
る
も

の
が
あ
る
と
思
わ
れ
、
お
そ
ら
く
本
書
は
、
特
定
の
も
の
で
は
な
く
、
複

数
の
古
典
籍
に
わ
た
っ
て
広
く
そ
の
掲
載
項
目
を
拾
っ
た
も
の
と
見
な
す

べ
き
で
あ
ろ
う
。

で
は
本
書
掲
載
項
目
は
、
ど
の
よ
う
な
意
図
で
蒐
集
さ
れ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

こ
の
こ
と
を
考
え
る
上
で
端
的
な
の
は
、
前
節
の
検
討
で
も
触
れ
た

「
久
知
＝
鷹
」（
雑
事
・
九
裏
十
）
の
例
で
あ
る
。
前
節
で
は
こ
れ
と
仁
徳

紀
に
見
え
る
百
済
語
注
記
と
の
関
連
を
述
べ
た
。
こ
の
当
否
は
措
く
と
し

て
も
、「
鷹
」
を
「
く
ち
」
と
す
る
こ
と
は
院
政
時
代
頃
の
和
歌
の
用
例

と
し
て
、

紫
野
み
狩
は
ゆ
ゆ
し
ま
白
な
る
く
ち
の
羽
が
ひ
に
雪
ち
ろ
ぼ
ひ
て

『
永
久
四
年
百
首
』（
源
俊
頼
ら
・
一
一
一
六
年
）
冬

き
ぎ
す
鳴
く
す
だ
野
に
君
が
く
ち
す
ゑ
て
朝
ふ
ま
す
ら
ん
い
ざ
行
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き
て
見
ん

『
散
木
奇
歌
集
』（
源
俊
頼
・
大
治
三
（
一
一
二
八
）
年
）
春

な
ど
が
知
ら
れ
て
お
り
、
百
済
語
由
来
と
意
識
さ
れ
て
い
た
か
ど
う
か
は

別
に
し
て
も
、
あ
る
程
度
行
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
用
例
は

必
ず
し
も
多
く
は
な
く
、
広
く
用
い
ら
れ
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
と
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
語
を
敢
え
て
訓
と
し
て
掲
載
語
句
に

取
り
上
げ
た
の
は
、
お
そ
ら
く
こ
れ
が
「
正
し
い
解
釈
」
の
難
し
い
語
と

し
て
認
識
さ
れ
た
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
本
書
掲
載
項
目
の

蒐
集
意
図
は
、
こ
の
よ
う
な
難
解
な
「
古
語
」
に
「
正
し
い
解
釈
」
を
示

す
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

こ
の
観
点
で
改
め
て
掲
載
項
目
を
一
瞥
す
る
と
、
例
え
ば
、

阿
麻
＝
天
（
天
象
・
二
裏
八
）

宇
那
＝
海
（
地
理
・
六
表
三
）

な
ど
の
よ
う
に
、
変
化
形
の
併
存
す
る
語
に
つ
い
て
、
一
方
の
み
を
掲
げ

る
項
目
が
あ
る
こ
と
が
目
に
付
く
。
本
来
こ
れ
ら
の
語
を
単
独
で
掲
げ
る

の
で
あ
れ
ば
、
当
然
「
あ
め
」「
う
み
」
を
先
ず
掲
げ
る
こ
と
が
想
定
さ

れ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
単
独
で
考
え
れ
ば
必
ず
し
も
解
釈
の
難
し
い
語

で
は
な
い
。
一
方
で
、
語
形
の
異
な
る
「
あ
ま
」「
う
な
」
も
同
じ
意
で

あ
る
こ
と
を
考
え
併
せ
る
と
、
掲
載
に
値
す
る
と
意
識
さ
れ
た
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

「
阿
麻
」
の
項
の
割
り
書
き
に
は
「
轉
而
訓
阿
女
者
依
降
雨
也
続
読
天

地
時
之
類
也
」
と
「
あ
め
」
の
語
形
と
の
関
係
が
そ
の
語
源
説
と
共
に
述

べ
ら
れ
、「
阿
麻
」
が
元
々
の
形
、「
阿
女
」
が
「
転
」
じ
た
形
と
説
明
さ

れ
て
い
る
。
同
様
に
「
宇
那
」
の
項
に
も
「
本
語
宇
奈
一
轉
云
宇
美
」
と

「
う
な
」
と
「
う
み
」
の
関
係
が
述
べ
ら
れ
、
見
出
し
に
立
て
ら
れ
た

「
宇
那
（
奈
）」
を
「
本
」、「
宇
美
」
を
「
転
」
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
か
ら
は
、
同
意
の
異
な
る
語
形
を
持
つ
語
に
つ
い
て
、
そ
の
関

係
を
示
し
、「
本
」
を
掲
載
項
目
に
立
て
る
こ
と
で
正
し
い
解
釈
に
資
す

る
も
の
と
し
よ
う
と
い
う
意
図
が
見
て
取
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

特
に
、
こ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
異
な
る
語
形
の
「
本
」
と
「
転
」
の

違
い
は
、
そ
の
訓
が
該
当
す
る
漢
字
が
同
一
で
あ
る
以
上
漢
字
か
ら
で
は

理
解
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
本
書
序
文
が
、

漢
字
で
は
な
く
訓
が
正
し
い
解
釈
に
は
重
要
で
あ
る
、
と
す
る
姿
勢
が
具

現
し
た
例
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
本
書
の
掲
載
項
目
の
取
捨
の
意
図
と

し
て
首
肯
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

附
記
の
検
討

先
述
の
よ
う
に
本
書
末
尾
に
は
「
和
語
鈔
ぬ
き
書
」
と
題
す
る
附
記
が

あ
っ
て
、十
六
丁
表
一
行
か
ら
十
八
丁
表
七
行
ま
で
十
一
項
目
が
記
さ
れ
、

末
尾
に
簡
単
な
一
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
記
述
形
式
（
挿
図
三
参
照
）

は
、
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○
戀
　
古
意
也
か
ら
の
詩
文
に
も
古
意
と
云
題
に
て
…
…
（
中
略
）
…

…
か
や
う
成
を
属
字
訓
と
は
い
ふ
な
り
（
十
六
裏
二
〜
六
）

の
よ
う
に
、
先
ず
漢
字
句
を
掲
げ
、
こ
れ
に
「
〜
〜
也
」
と
し
て
真
仮
名

（
ま
た
は
平
仮
名
）
書
き
の
訓
を
示
し
、
そ
の
由
来
を
漢
字
平
仮
名
交
じ

り
文
で
記
し
た
後
、「
か
や
う
成
を
…
…
」「
此
た
く
ひ
を
…
…
」
と
し
て

そ
の
訓
を
類
別
し
て
締
め
く
く
っ
て
い
る
。

全
項
に
つ
い
て
、
見
出
し
漢
字
句
、
仮
名
書
き
訓
、
類
別
を
掲
げ
る
と

以
下
の
よ
う
で
あ
る
。

戀
＝
古
意
＝
属
字
訓

君
＝
木
身
＝
重
訓

蘭
・
錢
＝
ら
に
・
せ
に
＝
音
止
訓

笏
＝
柊
＝
他
字
訓

鏡
＝
考
神
＝
（
類
別
記
述
無
し
）

紅
＝
呉
藍
＝
二
重
和
訓

唐
＝
か
ら
＝
別
義
訓

史
＝
不
比
等
＝
假
名
字
訓

掻
練
＝
か
い
ね
り
＝
中
字
通
訓

腹
帯
＝
は
ら
お
ひ
＝
切
音
相
通
訓

磐
石
（
常
磐
磐
石
）
＝
と
き
わ
か
き
は
＝
約
字
訓

現
代
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
、
類
別
の
方
法
や
命
名
、
そ
の
説
明
に
附
会

と
も
思
え
る
よ
う
な
内
容
も
含
ま
れ
疑
問
を
禁
じ
得
な
い
部
分
も
存
在
す

る
。
し
か
し
本
書
編
纂
当
時
に
あ
っ
て
、
何
ら
か
の
意
図
を
持
っ
て
掲
げ

ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。

附
記
に
は
さ
ら
に
こ
の
後
に
、

此
外
比
訓
義
訓
等
さ
ま

あ
れ
と
も
／
各
其
訓
の
註
に
し
る
し

ぬ
れ
は
こ
ゝ
に
／
も
ら
し
侍
る
と
云
々

と
の
記
述
が
あ
っ
て
終
わ
る
。

こ
の
末
尾
記
述
で
は
「
此
外
の
訓
」
は
「
其
訓
の
註
」
に
記
し
た
と
す

る
。
こ
れ
が
本
書
掲
載
項
目
の
割
り
書
き
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
か
、

あ
る
い
は
『
和
語
鈔
』
な
る
書
の
記
述
を
そ
の
ま
ま
こ
こ
に
記
し
た
も
の

な
の
か
は
、
俄
に
は
決
め
が
た
い
が
、
こ
の
記
述
が
「
ぬ
き
書
」
と
題
し

て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
掲
げ
ら
れ
た
十
一
項
目
は
全
て
で
は
な
く
、

本
書
の
こ
の
箇
所
に
引
く
に
あ
た
っ
て
十
一
の
み
を
摘
記
し
て
例
示
と
し

た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。

で
は
敢
え
て
本
書
が
こ
の
よ
う
な
訓
の
類
別
に
あ
た
る
よ
う
な
事
柄

を
、
こ
の
よ
う
な
形
態
で
こ
こ
に
引
く
意
図
は
奈
辺
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う

か
。想

像
の
域
を
出
な
い
が
、
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、
本
書
本
文
の
掲
載
項
目
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が
「
抄
出
」
さ
れ
た
も
の

（
20
）

で
あ
る
と
の
意
識
と
一
体
な
の
で
あ
ろ
う
。
何

ら
か
の
古
典
籍
に
つ
い
て
、
そ
の
難
解
な
語
句
を
抽
出
し
、
注
釈
を
加
え

て
解
釈
の
助
け
と
す
る
意
図
で
編
ま
れ
た
書
と
し
て
は
、
そ
の
意
図
に
該

当
す
る
語
句
を
網
羅
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
意
識
さ
れ
る
は
ず
で
あ

る
。
し
か
し
そ
の
煩
を
厭
い
、
抄
出
し
て
小
冊
を
編
も
う
と
い
う
場
合
に

は
、
む
し
ろ
典
型
例
を
精
選
し
て
的
確
な
注
釈
を
加
え
る
こ
と
で
、
抄
出

に
漏
れ
た
語
句
に
つ
い
て
も
利
用
者
の
応
用
を
期
待
す
る
こ
と
に
な
る
で

あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
そ
の
典
型
例
を
利
用
者
に
わ
か
り
や
す
い

形
で
類
別
し
て
示
す
こ
と
も
大
き
な
意
味
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
。
本
書
が

敢
え
て
こ
こ
に
見
た
内
容
の
よ
う
な
附
記
を
加
え
た
背
景
と
し
て
そ
の
よ

う
な
意
図
を
想
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
序
文
に
述
べ
ら
れ
た
訓
と
漢
字
に
つ
い
て
の
基
本
的

な
姿
勢
に
基
づ
く
「
正
し
い
解
釈
」
を
示
そ
う
と
す
る
著
者
の
意
図
に
合

致
す
る
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

ま
と
め

以
上
見
て
き
た
よ
う
に
、
本
書
は
、
従
来
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
な

「『
日
本
書
紀
』
神
代
巻
に
見
え
る
古
語
」
を
集
め
た
も
の
と
は
考
え
に
く

く
、『
日
本
書
紀
』
全
巻
か
ら
古
語
を
引
い
た
も
の
と
見
る
こ
と
も
難
し

い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
む
し
ろ
本
書
は
特
定
の
古
典
籍
に
対
応
し

て
い
る
の
で
は
な
く
、
い
く
つ
か
の
古
典
籍
か
ら
訓
の
典
型
例
を
抄
出
し

た
（
21
）

も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
編
纂
意
図
も
掲
載
語
句
の
語
源
の
解

説
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
読
者
の
古
典
籍
に
対
す
る
「
正
し
い
解
釈
」
に

資
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る

（
22
）

。

本
稿
で
は
今
般
新
出
の
一
本
に
つ
い
て
の
み
の
考
察
か
ら
右
の
よ
う
な

結
論
を
得
た
が
、
今
後
、
既
知
の
現
存
伝
本
に
つ
い
て
も
併
せ
て
検
討
す

る
必
要
が
あ
る

（
23
）

。

ま
た
本
書
と
類
似
の
、
辞
書
様
の
体
裁
を
持
つ
著
作
物
は
、『
日
本
書

紀
』（
本
文
・
和
訓
）
と
の
関
係
が
想
定
さ
れ
る
も
の
に
限
っ
て
も
多
く

が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
、
記
述
内
容
と
該
当
す
る
『
日

本
書
紀
』
の
本
文
（
あ
る
い
は
訓
）
と
の
対
応
関
係
を
考
え
る
こ
と
で
、

そ
の
性
格
や
編
纂
意
図
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
で
あ

ろ
う
。
そ
し
て
そ
れ
は
、『
日
本
書
紀
』
自
体
が
ど
の
よ
う
に
「
読
」
ま

れ
て
き
た
か
、
に
密
接
に
関
わ
る
の
で
あ
っ
て
、『
日
本
書
紀
』
諸
伝
本

に
見
え
る
訓
読
を
考
え
て
行
く
上
で
も
重
要
な
役
割
を
果
た
す
も
の
と
思

わ
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
の
大
き
な
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

註

（
１
）
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
写
本
は
後
述
の
よ
う
に
内
題
『
和
訓
精
要
鈔
』、

外
題
に
『
和
訓
精
要
抄
』
す
る
が
、
本
稿
で
は
既
知
の
伝
本
『
和
訓
精
要

抄
』
と
同
一
書
と
見
な
し
得
る
と
考
え
た
。
ま
た
『
国
書
総
目
録
』（
補

訂
版
・
平
成
二
年
・
岩
波
書
店
）
で
は
『
和
語
精
要
』
と
題
す
る
数
本
も
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同
一
書
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（
２
）
『
国
書
総
目
録
』（
同
前
）
で
は
、「
二
巻
一
冊
」
と
し
て
「
語
彙
」
書

に
分
類
、
著
者
を
「
白
川
業
資
王
？
」
と
し
、
宮
内
庁
書
陵
部
、
天
理
図

書
館
吉
田
文
庫
、
無
窮
会
神
習
文
庫
を
は
じ
め
い
く
つ
か
の
大
学
な
ど
計

八
件
の
蔵
書
を
掲
げ
て
い
る
。（『
和
語
精
要
』
に
つ
い
て
は
慶
大
斯
道
文

庫
な
ど
三
件
を
掲
げ
る
。）

（
３
）
例
え
ば
『
日
本
辞
書
辞
典
』（
平
成
八
年
・
お
う
ふ
う
）
で
は
、「『
神

代
紀
』
に
見
ら
れ
る
古
語
を
解
釈
し
そ
の
語
源
を
説
明
し
た
書
。
２
巻
１

冊
。
編
者
は
白
川
資
宗
王
か
。
／
【
内
容
】
１
２
４
３
（
寛
元
元
）
年
以

前
の
成
立
と
伝
え
ら
れ
る
が
、
後
の
偽
書
の
可
能
性
も
あ
る
書
。
古
語
の

語
源
解
釈
に
卜
部
懐
賢
の
『
釈
日
本
紀
』
や
仙
覚
の
『
万
葉
集
抄
』
等
の

内
容
と
相
通
じ
る
点
が
あ
る
と
言
わ
れ
る
。
写
本
は
天
理
大
学
（
卜
部
兼

雄
写
、
１
７
５
８
〈
宝
暦
８
〉）
他
が
あ
る
。（
金
子
彰
）」（
原
文
横
書
き
）

と
、
川
瀬
博
士
の
御
著
を
踏
襲
し
て
述
べ
て
い
る
。

（
４
）
記
載
内
容
は
読
み
取
れ
る
も
の
の
、
褪
色
が
あ
っ
て
何
れ
の
も
の
か
判

然
と
し
な
い
。

（
５
）
本
稿
で
は
敢
え
て
他
の
伝
本
を
取
り
上
げ
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
が
、

本
書
と
比
較
的
近
し
い
関
係
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
天
理
図
書
館
吉
田
文
庫

蔵
本
（
宝
暦
八
（
一
七
五
八
）
年
・
吉
田
兼
雄
書
写
）
と
あ
ま
り
隔
た
ら

な
い
時
代
の
も
の
と
見
な
し
て
良
い
の
で
は
な
い
か
、
と
の
感
触
を
持
っ

て
い
る
。

（
６
）
本
書
に
見
え
る
用
字
は
、
上
代
文
献
資
料
に
見
え
る
そ
れ
と
は
異
な
る

と
思
わ
れ
る
箇
所
が
い
く
つ
か
あ
る
た
め
、
敢
え
て
「
万
葉
仮
名
書
き
」

と
は
せ
ず
に
「
真
仮
名
書
き
」
と
し
た
。

（
７
）
先
掲
（
３
）
書
な
ど
。

（
８
）
後
述
の
よ
う
に
本
書
掲
載
項
目
の
記
述
の
出
典
注
記
に
も
『
和
語
解
』

の
書
名
が
見
え
る
。
さ
ら
に
本
書
に
は
先
述
の
よ
う
に
「
和
語
鈔
ぬ
き
書
」

と
題
す
る
附
記
が
あ
り
、
こ
の
『
和
語
鈔
』
な
る
書
も
併
せ
て
考
え
る
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
二
書
に
つ
い
て
『
国
書
総
目
録
』（
同
前
）
に
は
記

載
が
無
く
、『
和
語
鈔
ぬ
き
書
』
の
名
が
「
和
訓
精
要
抄
の
付
」
と
し
て

載
せ
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
従
っ
て
、『
和
語
解
』
と
『
和
語
鈔
』

及
び
本
書
の
関
係
も
な
お
不
明
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
９
）
以
下
掲
載
項
目
の
位
置
は
、
門
名
の
後
に
二
丁
裏
七
行
を
「
二
裏
七
」

の
よ
う
に
略
記
し
て
示
す
。

（
10
）
省
略
表
記
な
ど
に
よ
っ
て
、
同
一
書
と
思
し
い
も
の
に
つ
い
て
複
数
種

の
名
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
（

）
内
に
別
名
を
掲
げ
た

上
で
ま
と
め
て
計
数
し
た
。

（
11
）
益
軒
作
の
そ
れ
と
は
別
の
書
の
存
在
、
先
行
す
る
『
和
語
解
』
記
載
の

出
典
注
記
を
そ
の
ま
ま
引
い
た
も
の
と
本
書
成
立
時
に
新
た
に
加
え
た
出

典
注
記
の
両
者
が
混
在
す
る
、
転
写
の
過
程
で
出
典
注
記
の
増
補
が
行
わ

れ
た
、
な
ど
考
え
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
問
題
は
残

る
。

（
12
）
以
下
、「
掲
載
項
目
見
出
し
の
真
仮
名
書
き
語
句
」
＝
「
割
り
書
き
に

「
合
〜
〜
字
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
漢
字
句
」（
掲
載
項
目
の
門
・
掲
載
項

目
の
位
置
）、
の
よ
う
な
形
式
で
示
す
。

（
13
）
「
ヲ
グ
ナ
」
の
訓
が
充
て
ら
れ
て
い
る
例
は
一
例
で
、
当
該
の
箇
所
は

日
本
書
紀
神
代
巻
諸
伝
本
の
多
く
で
は
「
小
男
」（
巻
上
・
宝
剣
出
現
章

一
書
第
七
）
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
当
該
箇
所
を
「
童
男
」
と
す
る
伝
本

も
皆
無
で
は
な
い
た
め
、
敢
え
て
こ
こ
に
加
え
た
。

（
14
）
以
下
日
本
書
紀
神
代
巻
諸
伝
本
と
し
て
は
寛
文
九
年
版
本
を
下
限
と
す

る
諸
本
を
考
察
の
対
象
と
し
た
。
本
書
成
立
に
つ
い
て
な
お
疑
問
が
残
る

以
上
、
考
察
の
対
象
と
す
る
日
本
書
紀
諸
伝
本
の
範
囲
も
な
お
慎
重
に
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
寛
文
九
年
版
本
が
、
中
世
頃
ま
で
に
成
っ
た

諸
本
に
見
え
る
訓
読
を
反
映
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
一
時
期
を
画
し
た

存
在
と
な
っ
て
お
り
、
広
く
流
布
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
考
え
併
せ
て
こ

れ
を
下
限
と
し
た
。

（
15
）
巻
三
以
降
お
よ
び
こ
れ
も
含
む
全
巻
の
日
本
書
紀
諸
伝
本
に
つ
い
て
も

（
14
）
同
様
、
寛
文
九
年
版
本
を
下
限
と
し
て
考
察
の
対
象
と
し
た
。

（
16
）
「
梟
」
字
は
、
日
本
書
紀
本
文
で
は
固
有
名
の
一
部
と
し
て
用
い
ら
れ

た
例
が
二
十
一
あ
る
他
、
二
例
が
巻
二
十
一
崇
峻
天
皇
即
位
前
紀
に
相
前
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後
し
て
「
斬
之
八
段
散
梟
八
國
」「
臨
斬
梟
時
」
の
よ
う
に
用
い
ら
れ
、

共
に
「
ク
シ
サ
ス
」
と
す
る
訓
が
諸
伝
本
に
見
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
鳥
類
の
「
フ
ク
ロ
ウ
」
の
意
で
用
い
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

（
17
）
「
蝉
」
字
は
巻
二
十
五
孝
徳
天
皇
大
化
三
年
是
歳
条
に
「
七
色
一
十
三

階
之
冠
」
の
「
七
・
建
武
」
に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
で
「
形
似
蝉
」
と
一

例
の
み
が
見
え
「
カ
サ
リ
ク
シ
」
の
訓
が
諸
伝
本
に
見
え
る
。
こ
れ
も
昆

虫
の
「
セ
ミ
」
を
直
接
に
指
し
て
用
い
ら
れ
た
例
で
は
な
く
、「
セ
ミ
の

形
に
似
た
飾
り
櫛
の
よ
う
な
形
状
の
鈿
」
の
よ
う
な
意
で
用
い
ら
れ
て
い

る
。

（
18
）
「
梅
」
字
は
万
葉
仮
名
と
し
て
の
用
例
が
三
十
六
、
固
有
名
の
一
部
と

し
て
の
用
例
が
二
あ
る
他
、
巻
二
十
八
天
武
天
皇
（
上
）
元
年
七
月
条
に

「

梅
穿
城
劇
入
営
中
」
と
用
い
ら
れ
「
ク
チ
キ
」
の
訓
の
例
が
見
え
る
。

こ
れ
は
「
人
馬
の
口
に
箸
状
の
木
片
を
挟
み
、
無
音
で
進
軍
す
る
」
と
い

う
場
面
で
、
樹
木
の
「
ウ
メ
」
の
意
で
用
い
ら
れ
た
例
で
は
な
い
。

（
19
）
仁
徳
紀
の
用
例
「
倶
」
字
に
つ
い
て
、
本
書
で
は
「
久
」
字
と
し
て
い

る
点
も
疑
問
で
あ
る
。
本
書
の
真
仮
名
の
用
例
に
は
「
倶
」
字
は
見
え
な

い
。

（
20
）
先
の
「
序
文
の
検
討
」
の
項
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
書
奥
書
六
件
の
第

一
に
見
え
る
跋
文
的
な
記
述
で
は
、
本
書
が
「（
和
語
）
解
」
の
「
十
之

一
」
を
「
抄
出
」
し
て
「
為
」
っ
た
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

（
21
）

序
文
の
記
述
な
ど
か
ら
す
れ
ば
、
古
典
籍
類
か
ら
直
接
で
は
な
く
、

『
和
語
解
』
な
る
書
を
介
し
て
抄
出
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
和
語
解
』

自
体
が
、
解
釈
上
問
題
に
な
る
語
句
を
網
羅
的
に
集
め
た
も
の
な
の
か
、

そ
れ
ら
を
何
ら
か
精
選
・
整
理
し
た
も
の
な
の
か
は
、
こ
こ
で
は
判
断
し

か
ね
る
。

（
22
）
正
し
く
解
釈
さ
れ
る
べ
き
古
典
籍
の
一
つ
と
し
て
『
日
本
書
紀
』
神
代

巻
が
強
く
意
識
さ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で

も
な
い
。

（
23
）
既
に
い
く
つ
か
の
伝
本
に
つ
い
て
は
概
略
の
調
査
を
終
え
て
い
る
が
、

紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
本
稿
で
は
「
新
出
の
一
本
」
に
つ
い
て
の
み
考
察

の
対
象
と
し
た
。
た
だ
既
に
調
査
し
得
た
限
り
で
は
、
他
の
伝
本
に
つ
い

て
も
、
本
稿
に
述
べ
た
事
項
に
矛
盾
し
な
い
と
の
感
触
を
得
て
い
る
旨
の

み
附
記
し
て
お
く
。

（
平
成
十
五
年
十
月
二
十
九
日
受
理
）
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A Study of Wakunseiyosho

Katsumi SUGIURA

ABSTRACT

It has been said that Wakunseiyosho was a pamphlet of the description model like a dic-
tionary and was written around the 14th century. As for this book, the existences of the
plural manuscripts were known.  According to precedence researches, the descriptions in
this book quoted the Chinese characters and the diacritics from the first two books of
Nihonshoki.  Furthermore, this book has been conceivable that it explained the origin of
the words and phrases of the diacritics in the first two books of Nihonshoki, like
Shakunihongi.

However, last year I discovered a new manuscript of this book.
In this manuscript, all of the descriptions were not quoted from the first two books of

Nihonshoki. There were much descriptions that were not based on the Chinese character
words and the diacritics in the first two books of Nihonshoki. Accordingly, this book was
quoted  not only from the first two books of Nihonshoki, also from the preface and the
articles of this manuscript, the intention of the author differs from the explanation of ori-
gin.  And this book was not an annotation on the first two books of Nihonshoki.

Accordingly, the precedence views on this book were incorrect.


